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　元ちゃんの

    　今 年 の 天 気　　「春」　
旧暦 ： 睦月一日～弥生廿九日　新暦 ： 平成30年2月16日～平成30年5月14日
１. 元ちゃんの旧暦予想 「春」　
遥  青  想  暖　    （暖か想う遅い春（青））
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昨年の閏五月の影響で、季節の進みは遅くなっています。この季節の遅れは夏頃まで続くでしょう。平成30年の春は2月16日（新暦）から。春の訪れは遅く、暖かさの恋しい始まりとなるでしょう。本格的な暖かさは、3月中旬（新暦）頃から。春野菜の種蒔きは少し遅めでも大丈夫かも。

青柳の 泥にしだるる 潮干かな（芭蕉）
 (写真：弥生十四日＜新暦4月29日＞：白藤と十四夜月)
2． 今年の 「春」　
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季節事象
	観測日（新暦）
	観測日（旧暦）
	平年差

	うぐいすの初鳴（銚子）
	3/11
	睦月廿四日
	+15

	ソメイヨシノの開花日(銚子）
	3/20
	如月　四日
	-11

	ツバメの初見日(銚子）
	4/5
	如月　廿日
	∔4


平年差 ： ＋＜遅い＞　ー＜早い＞　　　　　　　　　　　　　【気象官署の季節観測】

“春の訪れは遅く、暖かさの恋しい始まりとなるでしょう”とはまさに今年の春！ これは元ちゃん予想通り！ 新暦2月は本当に寒かった。強い寒気に覆われ、全国的に月平均気温は低く、また大雪となった所もありました。ただし、元ちゃん予想が的中したのはここまでかな…その後は急に暖かくなり、いや暑くなりました。新暦３月は全国的に高温多雨で、特に東日本の月平均気温は統計開始以降1位。新暦4月も暖かくなり、東京では過去最高の夏日数(9日)を観測しました。一転、新暦5月の上旬は寒く、東京では新暦8日と9日に連続して最高気温が15℃を下回りました。これは25年ぶりの低温記録です。
この春の予想は少し外れたかに思えますが、植物はともかく、動物たちの初見、初鳴きは少し遅れているようです。今年、銚子でのモンシロチョウ初見日の平年差は∔15日、二ホンアマガエルの初見日で平年差∔3日、またキアゲハの初見日の平年差も∔5日となっています。ねっ、あながち外れでもないでしょ。
【元ちゃんの観測日記 「桜（その２）」】　～野田市花井のソメイヨシノ～

開　 　花 : 新暦3月 20日　   　  旧暦　 如月　 四 日

満   　開 : 新暦3月 27日  　     旧暦　 如月  十一日
散り終わり : 新暦4月 13日         旧暦   如月　廿八日

3． 元ちゃんの 「春」　

江戸川土手の土筆　　　　　　　      江戸川土手の菜の花   　　　　　　　  江戸川土手で筍収穫
　 睦月廿三日(30/3/10)                   如月八日(30/3/24)　     　 　      如月廿九日（30/4/14）
4． 元ちゃんの旧暦予想 「夏」　新暦30.5.15～30.8.10
遠  訪  炎  紅　　  （遠い訪れ暑い夏（紅））
まだまだ季節の遅れは続きます。夏は5月15日（新暦）からで、遅めの“夏入り”。暦上の入梅は、標準旧暦より7日遅い四月廿八日（新暦6月11日）。これも遅めの“梅雨入り”ですね。
ただ、夏の終わりにかけて、徐々に季節は平年並みに落ち着いてきます。暑さが本気を出すのは6月中旬(新暦)頃からでしょう。
石の香や 夏草赤く 露暑し（芭蕉）






 旧暦続くよ、どこまでも！











